
 第 3 回 疾病管理ナース育成セミナー 
 

日時： 平成 27 年２月７日（土） 10：00～16：00（昼休憩 12：00～13：00） 

  会場： 広島大学医学部保健学科棟 203 号室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加費：3000 円：当日支払い（先着順 100 名） 

 ◆お車でお越しの方は、駐車補助券（400 円必要）をお渡しします。 

 ◆昼食は各自ご用意ください。 

 ◆申込先（事務局）：株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズホームページ（http://dpphp.jp/） 

 上部にございます『お問い合わせ』フォームから、「お問い合わせ内容」に下記必要事項 

をご記入の上、お申し込みください。締切日 1 月 23 日（金）※定員になり次第締め切ります。 

  株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ  担当  大下 恵未 

        必要事項：氏名・職種・所属先・日本（広島県）糖尿病療養指導士の資格の有無 

 ◆主催：代表世話人 株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ     顧問   山根 公則 

      代表世話人 株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ    会長   森山美知子 

（広島大学大学院医歯薬保健学研究院成人看護開発学 慢性疾患マネジメント・プロジェクト研究センター 教授） 

共催：広島大学大学院医歯薬保健学研究院成人看護開発学 慢性疾患マネジメント・プロジェクト研究センター 

   特任助教 加澤  佳奈  

 

 ◆取得可能な単位 日本糖尿病療養指導士＜1 群＞：1 単位（申請中） 

          広島県糖尿病療養指導士：1 単位     ※参加証は終了後、お渡しします。 

テーマ：減酒支援の理論と実践 - HAPPY プログラムの活用 - 

ねらい：多量飲酒は、糖尿病、高血圧や腎臓病といった疾患の増悪因子ですが、節酒に向けた 

   アプローチは、日本ではまだあまり行われていません。そこで、日本人向け節酒プログラム 

   であるＨＡＰＰＹプログラムを学び、多量飲酒者の節酒に関する行動変容を学びましょう！ 

  ※当セミナー受講により、ＨＡＰＰＹプログラム実施者として認定されます！ 

 

☆10：０0～14：15 （昼休憩 12：00～13：00） 

   講演・演習「減酒支援の理論と実践 

                -ブリーフインターベンションとＨＡＰＰＹプログラム-」 

    講師：独立行政法人国立病院機構 肥前精神医療センター  

                         院長  杠   岳文先生                                     

                         精神科 小池  桃子先生 

         

  ☆14：30～16：00 講演「ＨＡＰＰＹプログラムの効果・事例報告」 

    講師：広島大学大学院医歯薬保健学研究院 成人看護開発学  

         慢性疾患マネジメント・プロジェクト研究センター  

                         教授  森山 美知子先生 

       株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ 東京支社 相原  幸代先生 

http://dpphp.jp/


 

疾病管理ナース育成セミナー 開催目的 

 

◆『疾病管理』とは、費用対効果に着目し、費用をコントロールしながら質の高い医療を 

提供するアウトカムマネジメントの手法の１つです。主に、慢性疾患のコントロールに 

活用され、多職種が協働しながら、総合的に管理していきます。 

◆当会では、上の定義にもとづき、以下の役割をもつ『疾病管理ナース』育成ための知識 

やスキルの習得を目的とし、開催しています。これにより、さらに質の高い医療が広く 

提供されることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 疾病管理ナースの役割 

 

 

◆今後のセミナー開催予定 

  開催の詳細につきましては、開催日が決まり次第随時ご連絡差し上げます。 

  

【疾患シリーズ（予定）】 

糖尿病の治療と患者教育 H27 年４月１８日 

ＣＫＤの治療と患者教育 H27 年６月１３日 

気分障害と精神障碍の病態と治療・介入  

ＣＯＰＤ・喘息の治療と患者教育  

脳卒中の治療と患者教育 

虚血性心疾患・心不全の治療と患者教育 

【行動変容シリーズ（予定）】 

  対象者を包括的に見る視点を養う 

  相手を引き付ける・行動変容を促すアプローチ  

 

 

  患者教育 

エビデンスにもとづき、慢性疾患

患者へ自己管理教育を提供、行動

変容の促進 

治療適正化への介入 

患者-主治医のコミュニケー

ションを円滑にし、治療の 

適正化を目指す 

データモニタリング 

介入効果の評価 

患者の異常の早期発見・対処を 

サポートし、重症化を予防、 

さらに介入効果を評価 

 


